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平
成
十
八
年
度
予
算
は
、
歳
入
の
要
で
あ
る
市
税
収
入
が
、
定
率
減
税

の
二
分
の
一
の
廃
止
等
に
よ
り
個
人
住
民
税
を
中
心
に
増
加
が
見
込
ま
れ

ま
す
が
、
国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
地
方
交
付
税
等
が
減
額
に
な
る
な

ど
市
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
、
子
育
て
支
援
、
災
害

対
策
、教
育
環
境
の
向
上
な
ど
に
対
応
す
る
予
算
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
率

で
〇
・
八
％
増
の
二
百
二
十
三
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
安
全
・
安

心
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
小
学
校
全
校
に
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
や
学
校
体
育
館
の
耐
震
化
・
大
規
模
改
造
工
事
、
子
育
て

支
援
と
し
て
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
事
業
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
展
開
、
災
害
対
策
と
し
て
、
防
災
行
政
無
線
の

更
新
（
デ
ジ
タ
ル
化
）
や
地
震
計
の
設
置
、
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
る

も
の
と
し
て
、
小
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
、
普
通
教

室
に
扇
風
機
の
設
置
、
小
中
学
校
の
机
椅
子
の
買
い
替
え
等
、
活
気
あ
る

協
働
の
ま
ち
推
進
事
業
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
、
清
瀬
市

郷
土
博
物
館
創
立
20
周
年
事
業
と
し
て
、
き
よ
せ
う
ち
お
り
企
画
展
の
予

算
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
予
算
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
及
び
介
護
保
険

特
別
会
計
の
増
額
に
よ
り
、
全
体
で
は
前
年
度
と
比
べ
て
率
で
四
・
一
％

増
の
百
八
十
一
億
七
千
七
十
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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平
成
十
八
年
清
瀬
市
議
会
第
一
回
定
例
会
は
、
三
月
二
日
（
木
）
か
ら

二
十
八
日(

火
）
ま
で
の
二
十
七
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
十
八
年
度
清
瀬
市
一
般
会
計
予
算
及
び
国
民
健

康
保
険
事
業
、
老
人
保
健
医
療
、
下
水
道
事
業
、
駐
車
場
事
業
、
介
護
保

険
、
受
託
水
道
事
業
の
各
特
別
会
計
予
算
等
、
市
長
提
出
議
案
四
十
一
件
、

議
員
提
出
議
案
（
意
見
書
）
八
件
、市
民
の
皆
様
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・

陳
情
十
一
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
十
八
年
度
清
瀬
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
予
算

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
三
月
十
日
（
金
）・
三
月
十
三
日
（
月
）・
三
月

十
四
日
（
火
）
の
三
日
間
で
審
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
議
案
に

つ
き
ま
し
て
も
各
常
任
委
員
会
で
審
査
し
、
本
会
議
で
は
、
議
員
提
出
議

案
（
意
見
書
）
一
件
、
陳
情
八
件
を
除
き
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
、

承
認
、
同
意
及
び
採
択
し
ま
し
た
。
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今
回
の
予
算
は
、
経
済
が
低
迷
状
況
よ
り
脱
し
、

市
税
も
85
億
円
台
に
回
復
、
地
方
譲
与
税
、
都
支
出

金
等
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
比
較
的
良
好
な
財
政

環
境
で
組
ま
れ
た
積
極
的
な
予
算
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
小
学
校
へ
の
配
置
等
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、
児
童
セ
ン
タ
ー
を
基

点
と
し
た
子
育
て
支
援
政
策
等
々
の
展
開
を
大
い
に

評
価
す
る
所
で
す
。
又
、（
仮
）
大
和
田
公
園
計
画

清
瀬
東
高
校
跡
地
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
検
討
等
未
来

に
向
け
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
も
論
議
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
れ
に
は
、
わ
が
国
が
既
に
昨
年
人
口
減
少
時

代
に
突
入
し
た
事
も
踏
ま
え
た
行
政
需
要
の
動
向
を

見
極
め
る
必
要
性
を
指
摘
し
賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

　

今
年
度
予
算
で
評
価
で
き
る
点
と
し
て
「
住
環
境

の
整
備
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
に
地
域
住
民
自
ら
が
地
区
計
画
を
提
案
で
き
る
よ

う
に
し
た
事
、
交
通
不
便
地
域
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行
を
決
め
た
事
等
が
あ
り
ま
す
が
「
国
民

保
護
協
議
会
」「
国
民
対
策
本
部
・
緊
急
事
態
対
策

本
部
」
の
条
例
提
案
に
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。
現
実

味
の
無
い
想
定
に
基
づ
く
計
画
づ
く
り
に
力
を
注
ぐ

よ
り
、
戦
争
を
さ
せ
な
い
体
制
を
つ
く
る
事
の
方
が

市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
事
に
直
結
し
ま
す
。
ま

た
市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題
の
解
決
に
は
、
市
民
と

行
政
を
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
位
置
づ
け
、
市
民
活

動
等
の
活
性
化
を
推
進
す
る
事
を
求
め
賛
成
し
ま
す

　

公
明
党
を
代
表
し
、
討
論
を
行
い
ま
す
。
地
方
分

権
の
推
進
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
将
来
の
地

方
自
治
を
支
え
る
行
財
政
全
般
に
わ
た
る
体
質
の
改

善
を
図
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
平
成

16
年
度
か
ら
の
第
３
次
行
財
政
改
革
は
、
事
務
事
業

の
見
直
し
や
人
件
費
の
削
減
な
ど
評
価
を
す
る
も
の

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
や
市
政
運

営
の
３
つ
の
考
え
方
に
つ
い
て
も
評
価
致
し
ま
す
。

　

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
私
共
も
要
望
し
て

ま
い
り
ま
し
た
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
や

交
通
不
便
地
域
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
、
小

学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
防
災
無
線
の
整
備
な

ど
高
く
評
価
し
、
予
算
の
賛
成
討
論
と
致
し
ま
す
。

　

市
が
目
指
す
方
向
性
を
是
と
し
な
が
ら
、
各
論
に

お
い
て
反
対
で
す
。

①　

国
民
保
護
法
実
施
に
よ
る
、
国
民
保
護
協
議
会

　

な
ど
の
設
置
は
、
日
本
政
府
が
ア
メ
リ
カ
の
戦
争

　

に
協
力
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
法
律
で
す
。

②　

障
が
い
者
の
自
立
支
援
法
で
は
、
定
率
負
担
の

　

導
入
で
、
生
活
の
混
乱
や
社
会
参
加
の
機
会
を
奪

　

う
の
で
は
な
い
か
心
配
で
す
。

③　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
料
金
を
百
円
に
す
べ
き

　

で
す
。

④　

就
学
前
の
療
育
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
達
の
た

　

め
に
、
竹
丘
学
園
を
再
構
築
し
、
療
育
シ
ス
テ
ム

　

の
確
立
を
求
め
ま
す
。

　

景
気
回
復
の
兆
し
が
あ
る
も
の
の
、
今
後
の
三
位

一
体
改
革
や
人
口
減
少
等
考
え
る
と
厳
し
い
財
政
運

営
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
、

職
員
数
削
減
や
給
与
制
度
の
全
面
見
直
し
等
引
き
続

き
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
一
方
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
運
行
、
柳
瀬
川
回
廊
整
備
、（
仮
）
大
和
田
公

園
基
本
計
画
作
成
等
、
将
来
を
見
据
え
た
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
と
ら
え
た
施
策
に
も
努
め
て
い
る
。
更

に
、
地
域
自
治
の
担
い
手
と
し
て
の
市
民
と
行
政
と

の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
型
へ
の
視
点
を
移
す
と

い
う
編
成
方
針
は
、
団
塊
の
世
代
の
退
職
や
少
子
高

齢
化
社
会
へ
の
対
応
型
予
算
に
向
け
て
の
基
礎
と
な

る
も
の
と
判
断
し
、方
向
性
と
し
て
も
評
価
で
き
る
。

　

小
泉
政
治
の
下
、
大
増
税
と
負
担
増
が
覆
い
か
ぶ

さ
る
市
民
の
く
ら
し
に
は
、
深
刻
な
格
差
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
身
近
な
自
治
体
と
し
て
、
い
か
に
く
ら

し
を
守
る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
く
ら

し
と
の
関
わ
り
で
緊
急
性
の
な
い
施
策
を
凍
結
し
、

介
護
保
険
や
障
害
者
自
立
支
援
法
で
の
負
担
増
の
軽

減
や
、就
学
援
助
の
充
実
な
ど
を
提
案
し
ま
し
た
が
、

市
長
は
施
設
整
備
に
力
を
入
れ
る
と
強
調
、
増
税
や

制
度
改
悪
に
よ
る
深
刻
な
負
担
増
の
軽
減
策
に
つ
い

て
検
討
す
ら
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
清
瀬
小
児
病
院
の
統
廃
合
を
容
認
し
、
跡

地
利
用
を
検
討
す
る
と
し
た
こ
と
は
問
題
で
す
。
市

民
の
強
い
願
い
か
ら
も
移
転
反
対
を
貫
く
べ
き
で
す

(単位：千円）

一般会計歳入歳出予算構成表

歳 出

歳出

総務費

教育費

公債費

土木費

衛生費

10,207,242

3,409,091

2,374,374

1,963,287

1,141,664

1,690,194

15.3%

10.6%

8.8%

5.1%

7.6%

22,300,000千円歳出総額

民生費

その他
1,245,702

議会費
268,446

843,718
諸収入

2,968,000
地方交付税

2,950,849
国庫支出金

2,795,155
都支出金

1,250,000
市債

2,728,991
その他

8,537,671
市　税

歳入

歳 入

歳入総額

225,616
繰入金

45.8%

1.2% 5.6%

22,300,000千円

38.3%

5.6%

13.2%

13.3%

12.5%

3.8%

1.0% 12.3%

。
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